





































































































































































































































































































































































































































すね、大阪市が。それは 0歳から 18 歳まで無料
で、誰が来てもいいよという大阪市がつくってい
た制度で、それは、そのうたい文句はすごい素晴
らしいなと思っていたし、補助金もすごい手厚い
ものだったというふうに、荘保さんからも聞かさ
れていたんですけれども。それが打ち切りという
ことで、2012 年ですか、結局、打ち切りになっ
たんですけど。そのときにも、子どもたちの遊び
場、居場所を守ろうと、里の職員さんたちを中心
に、すごい社会に対してアピールして闘っていた
んですね。その姿がすごい、僕はかっこいいなと
思って。こういうふうな、子どもの居場所を守ろ
うとする大人たちの姿もそうだし、僕が 5年間で
子どもたちからずっともらってきたもの、言葉に
はできないけれども、もらってきたもの、温かさ
とか、元気とか、エネルギーみたいな、熱量みた
いなものを作品を通して伝えられるんじゃないか
なと。なんかちょっと、どよーんとした社会の中
で、こういう子どもたちの姿を見てもらうことに
よって、ちょっと社会が明るくなったり、社会が
いい方向に向かったりとかするんじゃないかなと
いう漠然とした思いで、撮影したいというスイッ
チが入ったんですね。撮りたいという。
　荘保さん、館長に相談したら、僕は断られると
思ったんですよ。なぜなら、メディアが嫌いだか
ら。たまに来てやっているんですけれども、ちゃ
らっと来て、ちゃらっと撮って、ちゃらっと帰る。
しかも、内容は全然、ここのことを理解してない
やみたいなね。メディアに裏切られ続けているっ
て、荘保さんは明日来るんですけど、こちらにね。
すごい聞かされている中で、僕、勇気を出しての
愛の告白だったんですね。割とあっさり、企画書
というか、映画の内容を読んでもらったら、いい
んじゃない？みたいな感じで、すぐ通ったんで。
僕も、こんながっぷり密着して長編を撮るという
のは初めてだったんで、すごいどぎまぎはしてい
たんですけれども、そんなこんなであって撮らせ
てもらうことになりまして。2年ほど撮影して、
2016 年の映画公開ですね。2年たった今も、こう
いった形で、自主上映という形で多くの方に見て
いただけるという、これもすごい一つの子どもた
ちの持っている力なのかなというふうに思ってい
－ 13 －
ます。
　あと 5分ぐらいで終わるんで、映画が始まりま
すので、もうちょっとお待ちくださいね。話とい
うか、僕はよく公開したときに、ちょうど貧困対
策法みたいなものができたりとか、子どもの貧困
みたいなものがすごいメディアで取り上げられて
いたんで、そういうのをアピールしたくてつくっ
たんですかとか、取材とかを受けてよく聞かれた
んですけれども、全くそんな気はなくて、これは
映画を見てもらったら分かると思うんですけど。
ここに出てくる子どもたち、大変は大変なんです
よね。いろんなものを抱えさせられて、すごい大
変な状況ではあるんですけれども、それをもはね
返すだけの力みたいなものがあったりとか。僕も
通っている 5年の間で、子どもたちと関わる中で
いろんなことを知ったというか、見てはきたんで
すけれども、普段の子どもたちって、そんなこと
を感じさせないぐらいすごいエネルギーがあふれ
ていましたね。そういうことが、この映画の中で
表れているのかなと思うんですけれども。ものす
ごい力を持ってる子どもたちが登場するんで、ぜ
ひ注目してもらえればなと思うんですけれども。
　子どもの貧困という言葉がメディアの中でたく
さん取り上げられて、最近も、キャッチーな虐待
死の事件がありましたよね。個人的には、子ども
が被害者だったりとか、虐待の事件があったりと
か、児童虐待とかでそういう報道が出てくるたび
に、まずそんな事件が、皆さん一緒だと思うんで
すけれども、そこからバッシングが始まりました
ね、ネットを中心に。すごい感情論で、表現は何
を言おうが自由やからいいっちゃいいんですけ
ど、その感情論だけでバーッと発言しているマス
コミもあって、やっても絶対なくならないんです
よね、これ。どうしたらいいのかなと考えたとき
に、もちろん亡くなった被害者、子どものことを
考えるとそういうことがあってはならない、許さ
れないことなんですけれども、結局、みんなの思
いとしては、そういった事件をなくしたいという
ところに行き着きますよね。それを考えたときに、
どうしたらいいのかなという。加害者が、なんで
殺したかということを突き詰めて考えていかない
と駄目だと僕は思っています。
　映画の中にも、子ども以外にも親御さん、お母
さんが登場してくれたりとかして、いろいろお話
ししてくれたりもするんですけれども、親も元
子どもで、何かしらんけど 20 歳になったら大人
や、子どもが生まれたら親や、となるんですけれ
ども、その中で社会による責任もあると思うんで
すけれども、親も元子どもで、いろんな育ちの環
境の中で成長していきますよね。いろんな育ちの
環境の中で、いろんな経験、傷付きであるとか、
裏切りであるとか、そういうのを経験する中で大
人になっていく。それが乗り越えられる人もいれ
ば、乗り越えられない人もいるし、乗り越えられ
ないぐらいにつらいことだけど、もし、こどもの
里にいるようなすごく信頼できる、自分のことを
理解してくれる、話を聞いてくれる、すごい経験
や傷やらを学びながら、いろんなものを持ってい
る出会う意味のある大人に、もしも、その元子ど
もが、親たちが出会えていたら、もし、そんな公
的な機関が、今なら子ども食堂とか学習支援とか
言うていますけど。そんな所とか、こどもの里の
ような児童館とか、そういった公的な場が、その
元子どもであった親にあればとか、そういったこ
とをすごい考えたりもしますね。もっといろんな
人が関われたり、つながれたり、発見できたり。
もちろん制度的に、児相と警察が協力されていれ
ばとか、もうちょっと介入して親子分離をみたい
な面も大事だと思うんですけど、でも実際問題そ
れをしちゃうと、それも要るし、その制度の強化
も要るけど、親なり子どもなりの気持ちを理解す
る専門家も必要だし、あまりに強権発動しても制
度で押しちゃうと、どんどん地下に潜っていくだ
けなんで、より可視化されづらく、見えづらくな
る可能性というのもありますよね。
　さっきも西成釜ヶ崎とかは、相対的な貧困率の
高い町である。それはどういうことかというと、
可視化されやすいんですよね。こんな、例えば街
中とかで 1人、ホームレス状態の人がいたとして
も、あの人ホームレスなんやぐらいの感覚になる
－ 14 －
のかもしれないですけど、釜ヶ崎ってどんどん野
宿で寝ているおっちゃんらがいます。もちろん一
人一人、人生があって、一人一人いろんな生き方
をしてきたわけですけど、そうやって可視化され
る状態にあるから注目もされる。何とかしようと
いう力学も働く。
　こどもの里に関しても、いろんな背景を抱えて
いる子どもたちがいるので、そういう子どもたち
に対して何とかしようという力学が働くんです
ね。そういう力のある地域、都市部だったらいい
けど、郊外とか、地方とか、そういった所で可視
化されづらい家庭の子はどうなるのかな。そう
いった制度があることによって、強権発動で、例
えば親権停止とか親子分離とかするということ
は、明確に親なり何なりが分かっていれば、ひょっ
としたら潜っていくかもしれない。そういった危
険性も考えながら、社会全体でこういう子どもの
課題というか、そういったことを共有していくと
いうのがすごく大事なのかなと思っています。だ
から感情一辺倒で、メディアもそれをあおり立て
てやっていく、それはそれで自由やからいいけど。
もっと多角的に検証して、社会的に制度、児童館
の職員の数も全然足りていないし、子どもに関わ
る大人の数って足りていない状況ですよね。そう
いったところからも見ていく必要があるんじゃな
いかなというふうに、僕は思っています。
　子どもたちというか、僕自身がこの社会を見て
いて思うんですけど、ある意味しようがないけど、
階層化社会というか、階層というか、いろんな出
身階層に属する人たちがそれぞれ美徳する世界み
たいなものがあって、そういった社会になって分
断されているんじゃないかなというふうにすごい
感じています。子どもは、生まれる場所は選べな
いですよね。人生を大切にするというのは、子ど
もたちが自由に自分の意思でやられているのかと
言われたら、僕はそうでないと思います。子ども
たちは、さまざまな環境で生まれて育っていきま
すよね。経済的に恵まれた家庭環境の子もいれば、
ちょっと苦しい家庭の、しんどい家庭の子もいま
す。その中には、家庭のこともそうだけど、暴力、
無関心、育児放棄というかネグレクト、これも虐
待ですよね。貧困と言われる経済的な困窮とかも、
1人でその子たちが抱えるのは重過ぎる。困難を
背負わされて、傷付きながら越えていく子もいる
と思います。子どもたちはいろんな、それぞれが
それぞれの環境に背負わされて育ちながら、そう
いうふうな社会の中にある階層、いろんなレイ
ヤーに振り分けられて育っていくんじゃないかな
というふうに思っています。
　そういうふうに、社会が無意識に出しているレ
イヤーに振り分けられた子どもたち、子どものと
きはかわいそうですよね、社会の関心は集まる。
恵まれない家庭や、環境的にかわいそうな子とい
うふうに社会は見ていると思います。ただ、さっ
きも言ったけど、大人になると、社会的な関心が
薄くなりますよね。自立援助ホームとか、18 前
後ぐらいの、20 歳前後ぐらいの子どもたちの難
しさはそこにあると思うんですよ。社会の関心が
なくなるというか、制度保障もなく、大人なんだ
から自己責任でというふうにパチンとなります
ね。こどもの里さんなんかは、すごいまだ子ども
たちが大きくなっても関われているなと思うんで
すけれども、果たして他のいろんなところを見て
いる中で、それぞれ職員さんが詳しいと思うんで
すけど、関わりを見ているかと言われたら、なか
なか難しいですよね。だって一日、今、関わって
いる子どもと関わっていて、仕事終わりの時間が
来て、帰りますみたいなときに、まだ高校生、社
会人の子が来てしゃべる。親が来て相談してくる。
ごめん、時間が終わったから帰るわ、とは言えな
い仕事なんで、そういった難しさもあるのかなと
は思うんですけれども。
　大人になると急に底辺みたいなね。学歴、もし
くは収入の低いみたいな社会がはびこり続けてい
る階層に、元子どもというか、子どもを振り分け
てくるんじゃないかなと思います。そういうふう
な社会が目指している階層に振り分けられた子ど
もたちに芽生えるのって、どうせ自分なんかとい
うか、自己否定の心が芽生えて長期間かけて育っ
ていくというか、そういったことが起きるんじゃ
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ないかなと思います。皆さん知っているかなとは
思うんですけど、日本の子どもの自己否定、自己
肯定感の低さというのは、世界の同世代の子ども
の中でも突出して低いですね。欧米とか、韓国と
かもそうなんですけど、7割、8 割ですね。自分
のことが大切と思えるかみたいなね、7割、8 割
の子どもがいる中で、日本の子は 4割ちょいぐら
いですね。肯定感の低い子どもが多いというです
ね。こういう自分なんかという感情が、自分に向
いたら自死であるとか、自傷行為であるとか、そ
ういったところに向くと思うんですけど、逆に、
どうせ自分なんてという鬱屈した気持ちが他人に
向けば、それはいじめであるとか、暴力であると
か、そういったものに向かっていくんじゃないか
なというふうに思いますし。大人になったらDV
とか、そういった形で出てくるんじゃないかなと
思ったりもします。
　自己責任だと言われることがあると思うんです
けれども、自分の責任の部分であるというところ
もあるとは思うんですけどね、そのときに、さっ
きも言いましたように、育ちの中で出会いがある、
理解ある誰かと出会えていたら、その誰かがいれ
ばとかね。公的に、そういう誰かがいる場所を保
障していたらということを考えたときに、やっぱ
り自己責任だけではない。社会の責任とまで言わ
ないですけど、社会全体で考えていって、社会全
体でつくっていかないと駄目なものもあるんじゃ
ないかなというふうに、すごい感じています。
　僕、この話をしゃべり出したら、たらたらとしゃ
べっているんで、もう時間があれですけど。今か
ら映画を見ていただきます。ある程度、すじ立て
て分かりやすくはつくったつもりなんですけれど
も、何かを感じてもらえるような映画のつくりと
いうか、もちろん出てくる人たちの力だと思うん
ですけど、そういったつくりを目指して、この映
画はつくってきました。だから、何か感じてもら
えたらすごくうれしいです。映画を見て、自分で
何かを感じるだけじゃなくて、感じたことをぜひ
他の誰かにも共有してみてください。きょう、こ
んな映画を見て、こんな話でこんな人が出てきて
とか、何でもいいんで誰かと共有してみてくださ
い。その共有したものを、どういうふうにしたら
いいんやろうとか、そういういろんな話をしなが
ら広げていってもらうと、それが広がりになるん
じゃないかなと思いますし、この映画をつくった
身としては、そういうふうにしてくれたらうれし
いです。
　きょうは、こちら映画のパンフレットになって
いるんですけど、こちらのほうを受付のほうで販
売しています。800 円なんですけど、フルカラー
46ページ。他の長編大作の人気映画のパンフレッ
トなんかは 20 ページもないですよね。かなり気
合をいれて作りました。内容も充実していて、文
章から写真から、びっしり入っています。明日、
荘保さん来られるんですけど、荘保さんのインタ
ビューを書き起こしたものとか、釜ヶ崎の町のこ
ととか、写真やら文章やらでたくさん入っていま
す。ぜひお買い求めいただけたらうれしいなと思
いますので、また見本を外に置いていますので、
手に取って見ていただけたらなというふうに思い
ます。ということで、すいません。たらたらと、しゃ
べらせてもらいましたけれども、本当は質疑応答
して、皆さんがたの感想を聞くのが一番僕は楽し
いんですけれども、ぜひ映画を見て何かを感じて
ください。そんなところで、どうもありがとうご
ざいました。
司会　重江監督、どうもありがとうございました。
かなり、むちゃなお願いをしていたところがござ
います。映画をこれから見る、明日、荘保さんが
来るというと、そことかぶることは話せないよね
というのを前提にお話をしておりましたが。まさ
に、こどもの里が展開される町、その地域にも触
れながら、その中でのこどもの里、あるいは、そ
の中での重江監督の映画。町中を歩いていて、突
然子どもが飛び出してきて何だこれというところ
から始まった、非常にソーシャルワーカーの必要
な領域というふうにも思えるようなエピソード
でありました。荘保さんに、映画のお話をされ
たときに断られるんじゃないかなというふうに
－ 16 －
おっしゃっていた部分がありました。これはまさ
に私たち、こちらのお願いしたいことを、こちら
が声を掛ければ、誰でも受けてくれるんじゃない
かというふうに思う部分もしばしばあるかもしれ
ないんですけれども、その中で嫌な経験があった
りすると、そういった支援を拒否するということ
もある。恐らく重江さんは、映画のオファーをす
るまで 5年間、こどもの里に関わり続けていらっ
しゃって、その中でオファーを出されたというタ
イミングはきっと、おまえなんかに何が分かるで
はなく、ぜひ撮ってくれという、荘保さんのお答
えではなかったのかなあというふうに拝察しまし
た。重江監督、本当にどうもありがとうございま
した。
　それでは、これから 10 分間休憩に入ります。
休憩の後、11時10分から、お待たせいたしました。
『さとにきたらええやん』の映画上映となります。
これから、順次休憩に入っていただいて結構でご
ざいますが、映画上映に際して、できるだけ前の
ほうに詰めてお座りいただければと思います。こ
の講堂は、映画上映用に向いているわけではござ
いませんで、音響との関係で、あるいは映像の大
きさという関係で、前に詰めていただいたほうが
見やすく聞きやすいかと思いますので、休憩の後、
詰めて座っていただければと思います。それでは
休憩に入ります。
